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健⑨鰯◎離懸
　歳繊を目的弩llに見てみると、農林水産業費が薩接支

払事業1億4960万円、集会籏等建築7997万円など

により麟葎比約2億2400万鰐の増額となり簸も多く

なりました。

　総務費は、』里禽1プラン事業8804万鍔、財産管理費

2682万円、選挙費1300万胃、その勉一般管理費に

2億520万円などの内訳となっています。

烹木費は、道踏除饗費527ま万円、道驚新設改良

1083万円、豊繊廼愈公騒整備に王849万円などとし

て縫われました。

　畏癒費の此率が下がったのは、その事業の一部を

ヂ介護保険特劉会謙j　f履宅サービス特劉会議』へ移

し繭葎より王億8500万円ほど減額となったためです。

保育所に支億円、老人描祉王億5337万円、障霧禰祉

1324万円などが叢な内訳です。

　教欝費は、24王2万円の憎額となりました。大溺す

ると小学校費8872万F：1、中学校費4059万円、歓会

教育費7046万となっています。

　商工費は、温泉駐車場の整備3780万円、観光に

王619万門、スキ～場の管理運営委託3448万円、温泉

センター運営2i55万円などとなっています。

　公懐費は、儲金の返済にあたるお金で筋年より

2500万円ほど少なくなりましたが、総額の約1翻を

姦めています。

　また、姓質別に歳鐵を見てみると、人件費の翻合が

…番多く全体の24％を占め、公優費等と併せた義務

的支繍は全体の4翻以上を占めています。

一般会計歳鐵内訳く千円）

亙
揚
　

庭隣

工
木
㎜
㎜
防
｝
寂
賜

塵
土
豊
教

　
　
　
ツ

ド
r
「

膿
　
㎜

ー
嬢
の
皿

復
　

㎜

陛匿

　費

一一…
　費
｝｝｝㎜職｝

　費
■い｝琳い

叢費

費

費

費

費

費

費

勉

鍛

塗夫助費3。0％　　　　＿一一一　ニ

　　　　ゼ！！

公儂費　　人件費
28。5霧　　　68．5％

義務的経費

　蟻2．2％

＼＼

＼　　P＼＼
　　　N、　　　　’＼
　　　　　　殴

その飽
10、三％

補助費等
io．5％

維持補修費5，7％

　　　　　　　窪
　　5王9，i82i

三膏
　2工5，870

　壌80．9β7

　　97，905

　259，061
　　58，356

　374，5遵7

　　63．6i王

3，34王，868

＠㊥◎㊨＠㊧②o⑦

投資的経費
　支9．壕兆

物件費
n．、8％

～　．災轡復慣事業費
　　　　　8．8％

普通建設費費　　単独寮業費覗，9％
　　43．3鬼

その織2．0％

総務費鶏．0％

幾璽費U．0％

衛懲．費

6．o％

／

歳出

農林水産業費
　2三．o％

公績費

　慧．0驚

災霧復照費

　2．0％

F教畜費8．O％

　　　　富肖髭右費3。Q％

烹本費王4．0驚

商工費6．0％
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　　　　　　　　　気になる町の財政

平成12年度の町のお金の流れ
33億閂が町づくりに使われまじだ

億誌⑳禰慮蜷
　　繰入金0、跳
地．方譲与税王、2鯨

一手数料2．1％

　使期料　その地
　6．6∫毎　　　9、2％

　　　　　　　　町債
　主翻　　　　　9・4駕
王5・9膨　一＼

　　　　　＼　　　　魑県
　　　歳入／　　郊i金
　　　　　ノ　　・＿＿－－　　　　　16．2鑑
　麟く存繋孝源“84．王％

地方交付税

　　　55．2％

一般会計歳入内駅　　（千円）

町　　　税 227，936
使罵料・乎数料 73，641
繰　入　金 2，809
地方譲善税 41，工14
地方交種税 i，92i，3玉0
國県支出金 562，483
購　　　債 328，500
利子翻交付金 8，094
地方滴費税交轡金 32，王65
特那地方溝費税交付金 877
富動憲取得税交付金 20，457
地方特例交付金 7，565
交遇蜜全対策特溺交付 678
分撫金及び負撫金 36，5王7
財産収入 三3．462
審　付　金 7，360
繰　越　金 玉54．755
諸　収　入 38，124

合　　　　誹 3，477，847

　　　　　　入湯税
　　　　　　　8．3鬼

町渓税
3儲〆廠玉ノ㌧駒

　　　　　税負撫額
　　　　7G，63肇．円　〆
　　　　、　　　　　　　　　　　－　　　　、　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　闘建資産税
　　　　　　　　壌5．3％

　平成12奪の町の一一般会計、特甥会計（翻跳健康保険老入

保険、簡易水道事業、下水道、介護保険、屠竃介護サービス）の

決算についてお気！らせします。

　町民の皆さんから納めていただいたがどのように、どこで

使われているか今月畢ではご紹介いたします。

　決算統計

　時の一・般会議と特劉会議の決算状溌は留表のとおりです。

一般会欝の決算額は歳入が約34億7700万円、歳出が約33

億4200万円となりました．蔚年度と此べ、歳入は約3200万

円の減、歳患は約1400万円の減額となりました。差額のうち

繰越事業分の王234万円を除く美億2363千円が平成三3年度

予算へ繰り越されました。

出
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9，828

．3，545

｝㎜㎜㎜　㎜

8，660
一｛醐鴨｝

　　　　　　　　　　　　　　　誌⑨猶融㊥麟

　　　　　　　　　在の衰のように歳入の中で最も多いものは地方交付税です。

　　　　　　　　　地方交付税とは爆から各康溶体へ行政サービスのために醗布

　　　　　　　　　されるお金です。王2年度は薗年に比べ約340万円の増額と

　　　　　　　　　なっていますが、團の方針により今後は減少が見込まれます。

　　　　　　　　　團県支出金とは、町が特建の事業を行う際に蟹または県が出

　　　　　　　　　すお金です。國騰支磁金は、老人保護搭置費が介護保険特甥

　　　　　　　　　会計へ移ったなどで約1億円の減額となりましたが、県支出

　　　　　　　　　金は中ほ1間地域支援事業などにより約蕊億門の増額となり、

趨羅騰雛榊る欝年勤と勧て瞭す講鰍繭力玄韓を行う
　　　　軽鷺動毒税　ためのいわば惜金で、昨年より玉千乃円ほど増撫しています・

　　　　2．3％ 　歳入の中で、簿が徴収・収納できるお金を瞭薫財源」とい

い、町税や使駕料・手数料などがこれにあたります。中でも大

きいものは町税ですが、繭奪度から約2，200万円の減となり、

全体の6．6％しかありません、一方．その地の地方交付税・麟

膿支磁金・町債などはその収入に関し飽の闇体に依存している

ため、「依存財源コと呼ばれています。
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潮
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．
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す
．
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落
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薦
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蒙
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濡
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縫
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余
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量
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皆
様
か
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ご
利
幾
い
た
だ

と
に
よ
っ
て
水
道
施
も
生
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ま
す
の
で
、
よ
り
一
暦

利
欝
を
お
願
い
い
た
し
ま
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　　農業委員会は
ζんな仕事をしています

嚇
　農業委員は
　地域のヂ世話

　役」、農家の

　相談相手

豊騒
後、継者・詑嫁

）齢雀
　イ轡彬い

宏委“

、

へ
艦

藩
ε
）

乞
）

毛
に
で

篠
粥

び

轡隙職　－

　　認定農業蓄等

　　への農地の利

　　罵集積、経営

　　改着の支援

㌻

ーく

フユ鶴うや客”

舞穫1げ　　　　　　　　　げ

β　総

ハ
ゆ
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楢に

館叡霧

γ

欝　　ア　　　　　　　　　　　　　『p　　pPP　r　　　　l　pp　　『』　　　・』－

『
箋
落 の声を

　集めて行政
　に建議、諮
　問に答申

里創プラン通信鳳27

公募プラン審査1その結果は一、

　　～松口大荒戸線は当選プランなし～

　灘一

農紫季寳功声竃集めて
　4　　　　　？？　　　へ　　　　㌻

　ン　八　　）　　　、　　　く

講張

（
．

（
．
長

跡
働

お’
㈹雌

灘

　
先
月
の
里
翻
プ
ラ
ン
通
信
等
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
牽

臼
町
地
域
の
圏
域
7
ヶ
湧
を
公
募
ボ
イ
ン
ト
と
し
て
、
第
2

園
大
地
の
芸
術
祭
の
作
家
を
選
定
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
十
一
月
二
五
臼
に
審

査
が
行
わ
れ
当
選
プ
ラ
ン
及
び
入
選
作
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
当
選
し
た
プ
ラ
ン
は
十
5
瞬
市
鉢
が
水
内
貴
英
さ
ん
（
武

蔵
野
蕪
穴
術
大
）
の
プ
ラ
ン
「
M
E
E
T
S
篇
、
郷
瀬
欝
賜
出
↓
子
が

グ
ル
…
プ
「
ト
ゥ
・
ザ
・
ウ
ッ
ズ
）
（
オ
…
ス
ト
リ
ァ
）
の

「
ベ
リ
ー
・
ス
プ
ー
ン
篇
、
岡
中
傭
既
が
春
臼
部
幹
さ
ん
（
東

東
）
の
「
2
0
m
ま
n
U
t
ε
s
W
a
l
k
澄
、
中
里
村

重
地
が
出
田
良
さ
ん
出
田
綾
子
さ
ん
（
神
奈
絹
）
の
グ
ル
ー

プ
が
提
案
し
た
「
N
＆
t
u
r
e
、
蟹
＆
t
u
r
＆
、
松
代

　地域農業と優農農地

　の保全確保、農地構

霧報等の一元管理
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．
申

補
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犬
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が
嶽
澤
蜜
信
さ
ん
（
叢
鎌
）
の
磐
翼
諸
飛
行
演
習
装

罎
篇
が
そ
毅
ぞ
れ
轡
選
し
蜜
し
だ
。
津
購
購
滋
野
と
松
慧
懲

町
大
號
欝
に
っ
騨
て
は
裟
選
プ
ラ
ン
が
あ
鯵
裏
港
ん
漆
膨
だ

の
で
、
公
募
鐙
は
癒
く
擢
待
撫
家
に
よ
っ
て
俸
鑛
が
鋼
礁
さ

れ
蜜
婁
。

　
圏
域
全
楼
の
応
葬
総
数
は
海
外
か
ら
の
応
墓
鐙
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を
奮
め

瓢
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も
あ
り
、
第
i
園
犬
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の
芸
衛
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評
憾
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薦
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飼
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鷺
豪
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晦
犬
穣
が
嶽
澤
蜜
信
さ
ん
（
叢
鎌
）
の
磐
翼
諸
飛
行
演
習
装

罎
篇
が
そ
毅
ぞ
れ
轡
選
し
蜜
し
だ
。
津
購
購
滋
野
と
松
慧
懲

町
大
號
欝
に
っ
騨
て
は
裟
選
プ
ラ
ン
が
あ
鯵
裏
港
ん
漆
膨
だ

の
で
、
公
募
鐙
は
癒
く
擢
待
撫
家
に
よ
っ
て
俸
鑛
が
鋼
礁
さ

れ
蜜
婁
。

　
圏
域
全
楼
の
応
葬
総
数
は
海
外
か
ら
の
応
墓
鐙
煮
を
奮
め

瓢
薫
も
あ
り
、
第
i
園
犬
地
の
芸
衛
祭
が
高
く
評
憾
さ
擬
、

関
心
が
薦
鱒
事
を
飼
わ
鷺
豪
じ
だ
。

　
審
糞
鍛
は
第
2
翻
大
地
の
芸
衛
祭
の
蟹
際
ア
欝
バ
イ
ザ
ー

で
あ
る
、
滋
馨
、
騰
・
窯
ル
騰
雀
ネ
ス
さ
ん
ハ
ス
ペ
イ
ン
）
、
添

ウ
・
ハ
ン
叛
雛
さ
ん
爺
響
、
籍
ム
・
フ
揮
ン
ケ
ル
パ
ー
ル

さ
ん
（
ア
購
燧
力
）
、
縢
原
佑
介
謎
ん
と
嶺
っ
だ
美
徳
の
盤
界

で
蟹
際
繭
に
溝
躍
き
擬
て
輪
る
方
滋
の
飽
、
翅
繰
頭
き
ん

（
芸
徳
家
）
、
漂
底
翻
さ
ん
（
建
築
家
）
が
辮
わ
勲
《
麟
漢
ず
。

ま
驚
蒋
顯
審
糞
簸
お
穆
薫
杉
難
明
美
き
ん
（
園
芸
家
）
溝
辮

子
と
重
地
、
索
赫
錦
率
さ
ん
く
購
芸
家
）
が
鉢
と
犬
伏
の
審

糞
に
瀦
わ
い
讐
漢
し
蓬
。

　
審
糞
は
糠
重
に
か
つ
熱
心
に
討
議
さ
薮
、
地
禿
住
疑
の
公

聴
会
も
交
え
な
が
ら
入
選
窪
鎗
俸
晟
、
内
墨
選
プ
ラ
ン
5
種

編
が
選
ば
れ
ま
磁
驚
。

　
入
選
巻
犠
及
び
当
選
プ
ラ
ン
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

醐
し
で
嶺
ま
誘
．

　
ア
ド
レ
ス
は
鐵
電
む
P
：
／
〆
W
W
W
・
t
・
－
a
r
＆
．

0
童
　
◎
・
漂
P
－
～
ん
し
垂
裟
0
纏
・
三
糞
・
麦
－
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れい

怜ちゃん（3歳〉

佐藤璽幸・美子さんの二男

　　　　（天水騰・幸讐〉

　僕の名醜は窪蜘です。み

んなにヂれい」って呼ぱれて

います、僕はギおとうさん」

「おかあさん」って呼んでま

す。かきとゆで卵、鮫子が静

きです。ガオレンジャーが大

好きで、お難ちゃんとガオレ

ンジャーごっこをして遊んで

ます。

この闘、籾めてのお遊戯会で

踊りや麟をみんなの箭で発表

しました．踊りは大好きなの

で、楽しかったです。

　【お母さんから一一’謝

　舞罎お発ちゃんと瞳嘩ばか

りしていて、負けん無がすご

く強いのですが、それだけで

1なく馳魎のある優し呼
いこなってほしいと思います。

L　　　」
守

柔
ら
か
い
ボ
董
ル
で
も

　
　
堅
い
守
り
〃

難月23繕〈金）
　時民体奮館において、郡ソフトバレーボール大会が闘催されました。郡

内から27チームが参撫。女性、男女混合（40歳以上、年齢無鰯限〉の3

部に1分かれ、薦熱した試合力ご繰り広げられました。大きな柔らかいソフト

バレ＿のボー一ルはコントレ肋灘しく、しかし、誰にでも楽しめるスポー

ツです．災い声も隔らかに楽しい試含でした。

い
っ
ぱ
い
練
習

　
　
　
し
た
ん
だ
よ

　
上
手
で
し
ょ
〃
”

　U月に入り、3保奮勝がそれぞれお遊戯会を闘催しました。この欝まで

いっぱい練翌した踊りや歌、そして鯛。お父さん、お縁さんはビデオ、カメ

ラ片手に我が子の姿を必死に追いかけていました。子供達の舞台も愛らし

く、頼やかで楽しいお遊戯会となりました。

難月慧欝（欝）

分遣漸に集合した各集薄の滴跡毒。

上り旗をつけ、いざ患陣。防火パ

レードが行われました．秋の火災

火の馬心

予防運動の呼びかけとして行わオ旋このパレ黙・予防運動期鋒躰熱ラで

なく、常郷嚢漉慧して溝防奪の濡躍がないように心がけましょう。

本
番
さ
な
が
ら

模
擬
議
会

、、　　　灘

　講、鍵蔑　晋、

航

n月ユ4欝（水〉

　晦役場議場において、模擬議会が闘催されました。

　萌半、後半に分かれた模擬議会では、町長、助役をはじめ、撞嘉諜長全貴

が鐵席し、町議会と変わらぬ雰懸気の中行われました。

櫃祉を中心とした質問もしっかりと調べられた資料をもと婿乍られ素

購らしい模擬議会となりました。

鹿
兜
島
で
堂
々
と

　
松
之
山
小

　
　
　
緑
の
少
年
団

　松之β蓬小学校が鹿晃農県で闘催された全園緑の少年繊活動発表大会に参

癩しました。これは、全綱からたった7校が選ばれ、その活動の活発さと将

来性を期待され選ばれた結果！美入林の清掃や聖き籍拾い、花木の脊成な

ど多くの活動が身を結んだ成果でしょう。詳しくは次弩にてご紹介いたし

ます

郡
の
頂
点
を
〃

三王月25揖（環）

　安塚時において、都6人綱バレーボール大会が闘催されました。nチー一

ムの中から預点にたったのは地元安塚チーム。しかし、松之出時のチー一ム

も健騨、構しくも2位という成績を収めました。寒い51々に鰍え、練習を婁

ねてきた成果でしょう、おめでとう。

ザ

1わが家の人気者
…

鑛

議
蝿
，

　
　
　
　
難

ひなた

陽向くん〈3歳〉

　村由祐樹・一子さんの二男

　　　　　〈古戸・森●下〉

…
i　僕の名蔚は轄陽1醜です、
き

1　皆からヂひなた3と呼ばれ
き

iてます。僕はゼお父ちゃん葦
…
9お母ちゃん達って呼んでます。・
…
i　みかんにお菓子、淡酸の
…
i入ったビリビリジュー一スが好
…
1きです。

　いつも広欝を丸めて刀を

作って、水戸黄闇を、見ていま

す。この繭、電気、ポットの線

　をはさみで切ってしまいまし

　た．“ドン”っておっきな爵が

　して、はさみの刃に穴があい

　ちゃいました．

　僕はビックリして少しの鵜

　動けなかったです．

…

i【柵さんか断謝

i人の気持ちを毒えられる擾し

　い子になってほしいです。

」
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羅難

礁
璽
法
投
棄

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
最
近
町
内
に
も
数
籔
所
の
ゴ

ミ
不
法
投
棄
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
集
落
総
代
さ
ん
に
お
願

い
し
、
行
政
と
集
落
、
そ
し
て

警
察
が
協
力
し
合
い
、
環
境
保

全
を
目
的
に
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

を
監
視
し
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
来
春
か
ら
順
次
不
法

投
棄
燧
斯
の
溝
掃
を
予
定
し
て

い
ま
す
、
心
な
い
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
鰯
所
の
復
紹
に
は
多
額
の

予
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
、
皆

で
不
法
投
棄
を
監
襖
し
、
未
来

に
こ
の
素
曙
ら
し
い
自
然
を
残

せ
る
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

灘
、
羅
撚
繊
ク

　
　
・
難
鷺
ン
ペ
ー
ン

　
町
で
は
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
目

的
に
買
い
物
硝
マ
イ
バ
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
商
店
や

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す
る
と

付
い
て
く
る
レ
ジ
袋
を
少
し
で

も
減
ら
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
を
し

よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

　
地
域
括
性
化
女
姓
ア
ド
バ
イ

ザ
…
や
食
生
活
改
善
推
進
員
の

方
々
を
中
心
に
、
レ
ジ
袋
等
の

減
量
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
た
い
と
思
い
ま
す
、
今
隼

か
ら
3
ヵ
年
で
各
戸
へ
配
布
す

る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
住
む

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
守
る

一
助
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ミ・

繍
灘
欝
欝
欝
ル
と
白
ト
レ
蓋

鰻
灘
翻
藤
藁
繕
つ
い
て

　
町
が
茄
入
す
る
津
南
地
域
衛

生
施
設
組
合
で
は
、
単
成
澱
年

4
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
や

欝
ト
レ
！
の
分
劉
収
集
を
実
施

す
る
予
定
で
す
．
今
後
興
体
的

な
雛
出
方
法
を
願
次
広
報
し
ま

す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

饗
鎌
の
交
通
事
故

　
　
　
　
　
　
防
止
運
動

　
冬
を
迎
え
驚
瀬
等
が
凍
り
だ

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
降
雪
と
な

る
と
撹
界
も
悪
く
な
り
ま
す
。

　
突
然
の
降
雪
に
備
え
、
タ
イ

ヤ
交
換
は
も
ち
ろ
ん
、
運
転
に

は
十
分
涯
慧
し
て
く
だ
さ
い
．

　
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

で
は
、
蕩
齢
蓄
の
交
通
事
政
防

正
と
飲
酒
運
転
の
追
放
を
重
点

縫
標
に
行
わ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
締
定
で
す

　
　
　
　
無
事
故
で
一
年

　
　
　
　
　
　
し
め
く
く
り
臨

な
れ
た
霧
道
だ
か
ら
と
書
っ
て

漉
漸
せ
ず
、
安
全
運
転
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

繍灘ー

欝
馨
ー
ル
ハ
ウ
ス
」

　
　
鞭
ー
プ
ン

　
町
民
の
介
護
予
防
と
健
康
増

進
の
た
め
、
建
設
さ
れ
ま
し
た

ゲ
ー
ト
ボ
…
ル
場
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
捻
月
疑
臼
（
火
）
よ
り
使
駕
で

き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
積
極

的
な
活
屠
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ご
利
用
に
関
す
る
お
申
込
み
、

お
悶
い
合
わ
せ
は
驚
公
民
館
へ

　
費
6
；
2
2
6
5

雛
畿
．
繍
蕪
獲

欝
蒙
学
期
撃
生
募
集

　
　
　
餐
放
蓬
犬
学
～

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
を
利
駕
し
て
大
学
教
畜
を

行
っ
て
い
る
通
信
綱
の
4
葎
生

大
学
で
す
。

◆
学
生
の
種
類
は
？

○
興
味
の
あ
る
科
目
だ
け
を
学

　
習
す
る

　
専
科
履
修
生
ハ
圭
年
問
葎
学
）

　
科
目
履
修
生
（
畢
年
間
在
学
V

O
大
学
卒
業
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
全
科
履
修
生

※
選
科
・
科
目
履
修
生
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
入
学
時
に
満

焉
歳
以
上
で
あ
れ
ば
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登
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し
、
興
瞭
の
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る
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を
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す
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◆
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間
（
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学
生
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も
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月
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・
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検
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手
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が
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図
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よ

う
に
変
更
と
な
り
ま
す
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詳
し
く
は
、
町
建
設
企
業
諜

下
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

（雰謙税）検萱手数料

浄化槽の規模
　　　（人槽〉

法第U条検奮
　　　　（円）

5～10 5，000
猛～20 8，600
2！～50 8，600
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　　　保青駈入斯園児募集

　町では平成懲年4月から保育勝に入所を

希望される園兇を幕集しています。

　2歳兇以上の皆さんには案内状を差し上げ

ますが、未満兜の方については、特別な案内

を差し上げませんので、入所を希望される方

は、三2月21臼（金）までに各保育勝、また

は町役場の総務諜住民係までご連絡ください。

　なお、現荘入所している兇童はあらためて

申請する必要はありません。

◆各保畜断の定員

　松之山保育所　45名

　松里保育勝　　30名

　浦顕保育所　　30名

◆入駈の基準

①保護嵩が労働に従事し、幼兜の保脊にかけ

る場合

②保護蓄が疾病などのため、幼兜の保育に欠

ける場合

③その勉、町長が必要と認める場合

◆保育料

　國の基準に基づ恥た町の基準額表によります。

盤帯の扶養義務奮（父母または祖父母）の諜税

額により決まります。

　詳しくは、町役場の総務課住毘係へお閥い

合わせください。　6－3玉31出辮

◇◇◇善意に感謝します◇◇◇

町
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事
業
に
活
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て
い
た
だ
き
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　JA十∈3町新祇屋竣工式において、町の社会福祉事業の

充実のため！00万円のご寄付をいただきました。

町社会福祉協議会へご寄付がありました

☆松之由

　ライオンズクラブ様

　　　　　（農業祭チャリティーバザー収益金〉

　　　　39，900円
☆なかまの会様

　　　　　（農業祭売店売上金〉

　　　　25，000円
町在宅纒祉のために活用させていただきます。

ありがとうございました。
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懸
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懸
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憾
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由
芋
堀
名
人
の
輿
力

広
報
握
嘉
の
私
に
突
然
、
滅
多

に
な
い
傭
報
提
供
の
電
謡
が
至

「
す
ご
い
山
芋
が
採
れ
た
か
ら

取
材
に
衆
て
み
な
い
！
漏
と
．

声
の
叢
は
、
赤
禽
集
落
の
鶴
繊

さ
ん
．

　
誘
わ
れ
る
が
ま
ま
に
伺
う
と
、

ほ
く
ほ
く
顔
の
鶴
繊
さ
ん
．
目

の
筋
に
出
さ
れ
た
山
芋
は
ナ
ン

ト
長
さ
雛
c
隙
も
の
長
山
芋
ー

「
出
繊
屋
さ
ん
が
と
っ
て
き
た

の
“
と
鶴
懸
さ
ん
．
驚
き
の
長

さ
で
し
た
。

　
写
真
は
名
人
「
村
由
実
さ
ん

と
輿
さ
ん
の
一
枝
さ
ん
“

　
ご
覧
の
と
お
り
、
輿
さ
ん
の

身
長
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ

の
長
さ
。
松
之
撫
の
簿
ら
れ
ざ

る
爽
深
さ
を
見
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

．／．謙i癒』i簸i簗藻一灘 嚢塗霧薯漸犠　織娠織識獲猿爺

『難難灘灘纈嚢一繍鰯舗獺欝灘残鋤義櫨嚇鎌数多棚羅幾つかの
懇灘嬢獲，灘撫雛蝋灘購灘灘の無雛巖糠螺懲驚
響舞鱗灘購鞭灘麟1撚獺鱗講灘蹴滋鰯蒙騰鰍鰻欄蹴

難i灘灘麟鍵鐡郷懲欝響欝1鰻隙灘難盤謙鹸搬灘翻叢鱗
鞭難灘繍織鰯轍描蒙轍灘灘欝灘醸灘雛翰・熱に死に続る勲

離灘嶽．職雛難．購難灘懸麟㈱礁鋤接種購灘魏㈱徽という齢あ翻
』
懇
雛

懸．灘鑛織鷺灘叢懸麟鰻瀕報遊懸灘蝶慧溺。奨醗礁ぽ、琳幾模癒涜締は続齢ており、病漂俸虜体は無く

繋醜響縷懇灘麟懸羅灘・
＠蒙難i簾穫叢受搬藩際⑳慧慧叢

灘蕪翻顛欝騰購i縫幾i縁繍

・縷種部覆i磯腫鱗鰹糞毒嚢、痛灘が続く場金には診療にお恥でください。　L一一一

　発灘微辮漏鞭齢翻蹴が、数懸おさ講搬がほとんどです・
＠痛齢諸i饗の澱漆繧鶏’酬！

　灘繍購翻㈱購難縦．跡し訊淋の艦轍は鯛で輔約坊妊人に縫し・
簗還馨敏擬i癒盤園《〉懇鱒ま諺笠。

　讐麟麟騰鑛麟灘漱朧を露蔽瞭す講た・冬場の方が入るお湯の澱鵬く訊榊
⑳灘懸講数葉鎌の鶏卿3懸は、義月～曾月の3倍にもなります。

　灘職輔購の燃轍磯な漂騰’講癖脳棘水死といわれ熟》ました力叉ほとんどは熱嫉の

＿纏、鞭灘慰輸聯る麟温熾め遡、擁郷がって翻騰を趨すの力雪繍畿られ織
《》お風轟懇の鷺叢事数を防ぐには

鱒お湯の濫獲慈低めに。鱒度脚璽度位に

2〉天潜隠聞蓬簸めに。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛へ

鋤家i族が入浴鵬逡まめに辮をかける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　£望～

菊脱甕場癖総窒謹緩かくする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂちあ　ぞ　暖廃徳天斡るど熱麟湯に長蒋間入らなくなる傾両が　　　　　　　　鑑　o

　晃られ1るそう欝誘1。

　天浴鞍の安習巻確認するセンサーもあります。

i発熱鍵籔瀬癒灘総懸懸ぽ接種懇鷲癒癒慧蒸羅総蓬輪。

・機種i幾箋鞭懸顯ぽ要灘慧i

　灘緩擾種懇蟹嫉驚後縫、蜜職鷹3滋禦ダ犠態鷺臨蕎透と懸あ穆豪嵐

　接獺i後舗灘i閲ぽ灘慧蓬茎懇叢濾叢灘。憲蕉だ隠韓・

・楼種後欝購懸繋麟護激1箋麟運勧獄擦えま毬巌う・

　鵠猿経鞍髭灘．懸の後ぽ麟の懸遺鐙匿盤濡導羅構鵠象ぜんが、激しい

運i繋ぽ縫難．静i瀞驚懸護勝羅裟濾き嶺。

・接種欝段鋤．灘餐ぽ叢謬、糞鑑訪嬢象鐘ん・

妻3

，慧欝瓢蘭

・風疹　　・霞本脳炎

　く飯慧接種〉
トおたふくかぜ
i・水萢癒　（みずぼうそう〉

1．インフルエンザ
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で
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．
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磁
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を
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。
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が
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．
　
　
　
　
　
　
お
語
晒
だ
だ
巻
、
癒
直
な
謬
煮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晃
と
ご
園
筈
壱
お
願
騨
い
た
し

・
松
之
山
驚
の
公
共
事
業
が
な
　
　
・
奮
餅
す
る
と
廊
掌
続
き
の
観
　
　
豪
す
。

く
な
る
の
で
は
な
い
か
．
ま
た
、
　
光
施
設
は
廃
丘
に
な
る
の
か
。

．嚢灘鐡嚢羅　　　顯翻勲齪
　　　　　　　　　　き雛驚鱗熱驚繋雛驚一ン　ぐ園際交流曇〉

灘…羅鱗雛灘灘羅鑑灘鞍蜜騰舗灘療灘幅協や醗坂難のお鍵ん醐
繊羅驚鞠懇懇慧i懇濾㈱i灘濾き．藩i穣驚i⑳榮麟獲趨獲移ま露蓬・

雛濾．鰯磯滋繊一驚擬鍵一・謹読滋懸鱒海総騨竃瞬る皆きんはもうゴ存葛だと思いますが、普段は会わない

騰灘灘攣、難醗麟磯雛麟購轟榔｝磯いう麟を実施し豪した訟之鼠1欝1にある会
雛、灘灘．灘購謙麟繍魔謎猫犠懸、騰酵伝いながら擁いの文化を薮えたり・教え
蒸騰號騰懸蜷灘蝶撲．鯵協蜘雛懲灘搬は2週問醜までに振興諜へご連絡下さいD
藍お懇緩鱒雄蕊磁羅、叢籾⑳一藻iは藩物に絵をつける会祇で適ごしました。のため硯修に祇長の滝沢さんは

灘鯉㈱舗雛鰹灘欝瀬蟹だきったり、そこで美い嚇物や帯観たり・搬を試灘せていた
総懸叢鞍羅。

鞭縫滝澱き駕の套義にお那魔さ量ていただき、籾心鞍の私のせいで

藩蛎溝鑓講羅癒ら嶽鱒よう縫シルクの一枚で塗り方を教えていただい

懇瀞壌私獄懇れ萢塗ってみ求した。大変細かいデザインでしたのでき

蔽輪雄描く陶難めに集蜷力が必要怒、その夜、寝ようとしたときも目を

闘犠る葱癒の絵が豪だ頭縫残っていました！
総本の蒲勃の漢うに鵬疑的な衣襲がないイギリスから来た私は、著

物の礁疹劣も藩方をも経験ができ、この紙統について少しは理解がで

きたと、思恥豪す。
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　接獺i後舗灘i閲ぽ灘慧蓬茎懇叢濾叢灘。憲蕉だ隠韓・

・楼種後欝購懸繋麟護激1箋麟運勧獄擦えま毬巌う・

　鵠猿経鞍髭灘．懸の後ぽ麟の懸遺鐙匿盤濡導羅構鵠象ぜんが、激しい

運i繋ぽ縫難．静i瀞驚懸護勝羅裟濾き嶺。

・接種欝段鋤．灘餐ぽ叢謬、糞鑑訪嬢象鐘ん・

妻3

，慧欝瓢蘭

・風疹　　・霞本脳炎

　く飯慧接種〉
トおたふくかぜ
i・水萢癒　（みずぼうそう〉

1．インフルエンザ

　　　　　　　、」

　
　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
地
域
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
集
落
か
ら
様
々
な
意
見
・
質
問
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
鎗
月
2
9
縫
（
月
）
黒
禽
集
落
　
　
理
荏
の
公
莱
事
業
が
う
ま
く
継
　
　
今
ま
で
難
儀
し
て
き
た
の
で
継

を
皮
切
り
に
行
わ
れ
た
地
域
懇
　
　
続
し
て
い
か
れ
る
の
か
、
　
　
　
　
続
し
て
ほ
し
い
．

談
会
。
今
園
は
市
町
村
合
併
を

テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
、
皆
さ
　
　
・
含
儀
で
効
果
の
あ
る
の
は
行
　
　
・
大
き
い
所
と
短
等
に
合
餅
と

ん
が
思
う
こ
と
、
分
か
ら
な
い
　
　
政
で
、
園
る
の
は
一
般
住
民
で
　
　
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
は

こ
と
等
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
　
　
は
な
い
の
か
．
　
　
　
　
　
　
　
な
い
か
。
中
羅
の
よ
う
に
機
が

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熟
す
る
ま
で
考
え
た
方
が
良
い

　
今
月
は
そ
の
｝
部
を
ご
紹
介
　
　
・
小
さ
い
漸
と
舎
併
す
れ
ば
痴
　
　
の
で
は
な
い
か
。

い
た
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
年
後
又
岡
じ
こ
と
に
な
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
二
管
癬
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

・
合
併
す
る
と
中
心
部
が
艮
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
。

な
っ
て
末
端
が
取
り
残
さ
れ
る
　
　
・
診
療
、
駈
は
ど
う
な
る
の
か
、

の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
せ
っ
か
く
合
欝
す
る
の
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
大
島
麺
・
安
塚
町
は
ど
う
い
　
　
盤
揺
圏
が
ま
番
良
い
．

・
合
併
の
条
件
と
し
て
新
設
合
　
　
う
考
え
か
．

併
を
望
む
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
鱗
住
渓
ア
ン
ケ
…
ト
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
嬬
の
町
村
ま
で
き
め
纈
や
か
　
　
を
東
頚
城
郡
奮
磁
協
議
会
と
し

・
細
か
な
部
分
の
行
政
事
務
を
　
　
な
行
政
が
で
き
る
の
か
、
パ
ン
　
　
て
行
恥
ま
す
。

今
ま
で
通
り
で
き
る
の
か
、
住
　
　
フ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
こ
と
が
で
．
　
晦
と
し
て
は
、
今
曝
の
地
域
懇

民
の
要
望
に
こ
れ
ま
で
通
り
筈
　
　
き
る
の
か
心
配
だ
。
　
　
　
　
　
談
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
壱
踏

え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
え
、
松
之
撫
晦
の
将
来
に
つ

の
か
心
醍
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
人
欝
的
に
松
之
山
が
こ
の
ま
　
　
獅
て
、
検
討
．
協
議
を
進
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
が
ん
ば
っ
て
い
け
る
と
は
思
　
　
い
き
ま
す
．

・
合
併
さ
れ
た
場
合
、
上
越
も
　
　
わ
な
い
、
お
年
寄
り
の
勢
い
が
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
が
お
黍
発
に
醗

十
β
町
も
岡
じ
よ
う
な
状
況
な
　
　
な
く
な
る
、
合
磁
し
て
メ
リ
ッ
　
　
辮
さ
蕊
ま
し
だ
ら
、
ご
家
庭
で

の
か
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
が
盤
ま
れ
る
か
．
　
　
　
　
　
　
お
語
晒
だ
だ
巻
、
癒
直
な
謬
煮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晃
と
ご
園
筈
壱
お
願
騨
い
た
し

・
松
之
山
驚
の
公
共
事
業
が
な
　
　
・
奮
餅
す
る
と
廊
掌
続
き
の
観
　
　
豪
す
。

く
な
る
の
で
は
な
い
か
．
ま
た
、
　
光
施
設
は
廃
丘
に
な
る
の
か
。

．嚢灘鐡嚢羅　　　顯翻勲齪
　　　　　　　　　　き雛驚鱗熱驚繋雛驚一ン　ぐ園際交流曇〉

灘…羅鱗雛灘灘羅鑑灘鞍蜜騰舗灘療灘幅協や醗坂難のお鍵ん醐
繊羅驚鞠懇懇慧i懇濾㈱i灘濾き．藩i穣驚i⑳榮麟獲趨獲移ま露蓬・

雛濾．鰯磯滋繊一驚擬鍵一・謹読滋懸鱒海総騨竃瞬る皆きんはもうゴ存葛だと思いますが、普段は会わない

騰灘灘攣、難醗麟磯雛麟購轟榔｝磯いう麟を実施し豪した訟之鼠1欝1にある会
雛、灘灘．灘購謙麟繍魔謎猫犠懸、騰酵伝いながら擁いの文化を薮えたり・教え
蒸騰號騰懸蜷灘蝶撲．鯵協蜘雛懲灘搬は2週問醜までに振興諜へご連絡下さいD
藍お懇緩鱒雄蕊磁羅、叢籾⑳一藻iは藩物に絵をつける会祇で適ごしました。のため硯修に祇長の滝沢さんは

灘鯉㈱舗雛鰹灘欝瀬蟹だきったり、そこで美い嚇物や帯観たり・搬を試灘せていた
総懸叢鞍羅。

鞭縫滝澱き駕の套義にお那魔さ量ていただき、籾心鞍の私のせいで

藩蛎溝鑓講羅癒ら嶽鱒よう縫シルクの一枚で塗り方を教えていただい

懇瀞壌私獄懇れ萢塗ってみ求した。大変細かいデザインでしたのでき

蔽輪雄描く陶難めに集蜷力が必要怒、その夜、寝ようとしたときも目を

闘犠る葱癒の絵が豪だ頭縫残っていました！
総本の蒲勃の漢うに鵬疑的な衣襲がないイギリスから来た私は、著

物の礁疹劣も藩方をも経験ができ、この紙統について少しは理解がで

きたと、思恥豪す。

雪2

I
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り
ト
o
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事
業
内
容
（
絵
／
紛
～
崖
／
9
）

　
　
ゆ
　
　
と
　
　
の

灘
麟
璽
罵
農
鞠

　
　
　
　
松
之
由
聴
生
涯
学
習
だ
よ
り
　
公
饒
飽
　
倣
6
－
2
2
6
5

、

撚
灘
醐
灘
鉱
ニ
ア

　
　
　
鍛
ギ
嚢
ク
ラ
ブ

　
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

問
近
と
な
り
ま
し
た
．
ス
キ
…

技
術
…
の
向
上
と
選
手
費
成
を
目

指
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
ま
す
．

入
会
資
格

　
小
学
生
、
中
学
生
、
轟
校
盗

会
費

　
町
内
　
1
5
、
O
G
O
門

　
町
外
　
1
7
、
0
0
0
円

（
リ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
券
、
コ
ー

チ
代
、
諸
費
用
）

　
町
内
の
小
学
盤
と
中
学
生
は
、

ス
キ
ー
授
業
の
助
成
金
が
町
か

ら
出
ま
す
の
で
、
著
干
翻
引
に

な
り
ま
す
。

練
警
計
颪

　
シ
ー
ズ
ン
中
の
土
曜
（
午
後
〉

　
欝
曜
薄
と
休
鷺
（
午
繭
）

　
冬
、
春
休
み
く
午
雨
）

練
習
時
聞

　
午
離
の
場
合

　
　
9
時
3
0
分
～
賞
時
30
分

　
午
後
の
場
金

　
　
i
時
30
分
～
3
時
3
0
分

傷
害
撮
険

　
各
自
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
撫
入

す
る
こ
と
。
（
ス
キ
ー
指
導
中
の

傷
害
は
ス
キ
…
学
校
で
撫
入
済
）

練
習
麗
始
費

　
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
後

指
導
管
理

　
松
之
山
ス
キ
ー
協
会

簸
籔
脚
籔
教
窒

　
1
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は
手

作
り
お
も
ち
ゃ
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
で
す
。
さ
て
、
ど
ん
な
お

話
が
聞
け
る
か
な
。

期
β
　
王
月
9
欝
（
水
）

鋳
間
　
午
箭
9
時
～

場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

譲
難
雛
雛
ジ

　
　
湯
欝
頸
こ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
バ
ソ
つ
ン
笠
遊
ぱ
ろ
）

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
お
絵
か

《》◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
し

き
を
し
た
り
、
畜
楽
を
創
っ
た

り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。
イ
ン

タ
…
ネ
ッ
ト
に
「
も
桃
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
、

鰯
臼
　
－
月
捻
田
（
土
）

時
闘
　
午
麟
9
時
30
分
～

場
勝
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

藩
逡
憲
広
場

　
簿
月
第
2
土
曜
黛
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
村
セ
ン
タ
｝
を
醐
放
。

　
ビ
デ
オ
上
映
や
英
語
教
室
、

工
作
コ
董
ナ
！
な
ど
、
好
き
な

時
間
に
自
曲
に
ご
参
茄
く
だ
さ

い
．期

臼
　
王
月
捻
田
く
土
）

時
間
”
　
午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時

会
場
　
休
養
轡
セ
ン
タ
ー

難
灘
籔
雛
講
習
会

　
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
で
あ

り
ま
す
が
、
あ
と
残
す
と
こ
ろ

2
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

再
受
講
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
計
画
さ
れ
て
い
な
い
会

場
で
も
要
請
が
あ
れ
ば
灘
設
い

た
し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
…
…
…
イ
…
…
i
i
ー
…
…
…
…
…
峯
き
ー
｝
…
3

「蚕 傷1’ 踊』』誕ヨ『『』’丁舞辱’』”薦門一『

トー　　・　　 争　 』　　・　　丁 　　・『・尋

i　i1糧6賛駒7購1
幽1鍵劃脚・・分

i湯鵬響織脚時3・分
1
．集勉6脚劃

二
｝

ヌ
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

灘
㎜
励
賞
　
お
め
で
と
う
　
　
f

撚
嚢
嚇
き
票
民
カ
レ
ッ
ジ

難
霧
穰
繊
て
い
ま
す

　
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
…

が
霊
催
す
る
「
い
き
い
き
県
民

カ
レ
ッ
ジ
恥
で
、
今
奪
も
多
く

の
方
が
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の

鰯
度
は
、
範
内
で
行
わ
れ
て
い

る
教
室
講
座
に
参
糠
す
る
こ
と

に
よ
り
単
位
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ま
ず

は
5
0
単
位
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
賞

か
ら
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は

町
公
民
館
ま
で
ど
う
ぞ
。

寧
朱
鷺
賞
（
2
0
0
単
位
）

　
小
野
塚
ひ
ろ
子

＊
雪
椿
賞
丁
0
0
単
位
）

　
轡
霞
マ
コ
ト
植
木
清
子

　
館
辺
誠
二
　
霞
辺
禮
子

　
村
山
キ
イ
　
村
山
静
江

　
栂
出
文
井
　
草
村
美
代
枝

　
禰
原
慮
治
　
趨
橋
ミ
チ

　
小
野
塚
ト
シ
子
村
由
重
雄

　
小
野
塚
フ
サ
工
佐
藤
イ
ヨ

　
丸
山
サ
ワ

事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
、

お
寧
し
込
み
は
松
之
山
覇
公
罠

露
へ
費
6
…
2
2
6
5
ま
で

え・う磐のあかおさん

懸、

ふくはら　　ゆう　き

福原　祐樹

（松【i・保屋〉

灘灘㈱
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
《

　
　
繍甥

壌
継
議

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
敷

團
論

回
磁

　
　
　
　
　
力

圃
器

圓
鶏

　
　
　
　
め
寵

　
　
　
　
お
・
友

卿
，吻

灘

謹
　
　
　
灘
・

　
　
　
脳

　
　
　
ゆ

　
　
糠
灘
瀧

　
　
　
．
　
灘

お母さんが、僕iのかばん用慧してくれてるところ

お母さんとこちょこちょするときがおもしろい

おくやみ（菟亡〉

南雲重雄さん85歳爾の麟（重　屋〉

本慮　スガさん　90歳　藤　漂（久　善）

鈴木タマイさん　74歳　小　谷（金鉾や〉

本由　勝絵さん　85歳　懸麦立（宮　下〉

＊簸月葺珪から雄月30鷺までの履鑛分で魔

＊広報に載せてほしくな緕方は、煽繊の時に

　窓贈にお誕ください．

階
義

　
風

こばやし　　　み　ほ

小林　未歩

（，上鰐池・与八）

⑳◎⑯㊧
　　　　　i鯛ま欝溌往
　総人霞　＄l　M9人継三〇〉

　　　男王，5M人（一4〉

　　　女i，635人（一6〉

　盤帯数　1，且2芦（一2）

　　　（〉内は繭鍔との銘較

紬

お母さんがお洗濯しながらちゅうりっぷ見てるところ

お縫さんが揮ってくれる果ぷらとかラーメンがおいしいよ

町民憲章，醜，、俸，月継

　わたしたちは松之由町幾です。郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう。

醗浅の合露葉

　　蓋、美しい緑と露の中で

　　　　　　　　心豊かな人に1なろう

　　王、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　連体の心をもとう

　　1、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　　翻造のカを嵩めよう

難馨難i騒ii難鑛…謹灘・難灘蕪灘
．総霧譲鐡鑛藤欝縷繋灘織謙嚢　　、叢難欝『設鐵、欝鷺雛＄＄

，、麟難韓．懸響、…、1　難鞭鱗薬騰鍵

灘灘．罐雛難
発行顕／平成欝奪慧月憩B　編集・灘行／松之由騎役場総務譲
子劔2一玉492　新潟県東頸城郡松之撫町大字松之鼠ほ2鶏一2

TEL　O2559－6－3i3i　FAX　O2559－6－3515
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ー
寸
卜
o
o
I

　
事
業
内
容
（
絵
／
紛
～
崖
／
9
）

　
　
ゆ
　
　
と
　
　
の

灘
麟
璽
罵
農
鞠

　
　
　
　
松
之
由
聴
生
涯
学
習
だ
よ
り
　
公
饒
飽
　
倣
6
－
2
2
6
5

、

撚
灘
醐
灘
鉱
ニ
ア

　
　
　
鍛
ギ
嚢
ク
ラ
ブ

　
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

問
近
と
な
り
ま
し
た
．
ス
キ
…

技
術
…
の
向
上
と
選
手
費
成
を
目

指
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
ま
す
．

入
会
資
格

　
小
学
生
、
中
学
生
、
轟
校
盗

会
費

　
町
内
　
1
5
、
O
G
O
門

　
町
外
　
1
7
、
0
0
0
円

（
リ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
券
、
コ
ー

チ
代
、
諸
費
用
）

　
町
内
の
小
学
盤
と
中
学
生
は
、

ス
キ
ー
授
業
の
助
成
金
が
町
か

ら
出
ま
す
の
で
、
著
干
翻
引
に

な
り
ま
す
。

練
警
計
颪

　
シ
ー
ズ
ン
中
の
土
曜
（
午
後
〉

　
欝
曜
薄
と
休
鷺
（
午
繭
）

　
冬
、
春
休
み
く
午
雨
）

練
習
時
聞

　
午
離
の
場
合

　
　
9
時
3
0
分
～
賞
時
30
分

　
午
後
の
場
金

　
　
i
時
30
分
～
3
時
3
0
分

傷
害
撮
険

　
各
自
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
撫
入

す
る
こ
と
。
（
ス
キ
ー
指
導
中
の

傷
害
は
ス
キ
…
学
校
で
撫
入
済
）

練
習
麗
始
費

　
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
後

指
導
管
理

　
松
之
山
ス
キ
ー
協
会

簸
籔
脚
籔
教
窒

　
1
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は
手

作
り
お
も
ち
ゃ
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
で
す
。
さ
て
、
ど
ん
な
お

話
が
聞
け
る
か
な
。

期
β
　
王
月
9
欝
（
水
）

鋳
間
　
午
箭
9
時
～

場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

譲
難
雛
雛
ジ

　
　
湯
欝
頸
こ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
バ
ソ
つ
ン
笠
遊
ぱ
ろ
）

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
お
絵
か

《》◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
し

き
を
し
た
り
、
畜
楽
を
創
っ
た

り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。
イ
ン

タ
…
ネ
ッ
ト
に
「
も
桃
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
、

鰯
臼
　
－
月
捻
田
（
土
）

時
闘
　
午
麟
9
時
30
分
～

場
勝
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

藩
逡
憲
広
場

　
簿
月
第
2
土
曜
黛
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
村
セ
ン
タ
｝
を
醐
放
。

　
ビ
デ
オ
上
映
や
英
語
教
室
、

工
作
コ
董
ナ
！
な
ど
、
好
き
な

時
間
に
自
曲
に
ご
参
茄
く
だ
さ

い
．期

臼
　
王
月
捻
田
く
土
）

時
間
”
　
午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時

会
場
　
休
養
轡
セ
ン
タ
ー

難
灘
籔
雛
講
習
会

　
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
で
あ

り
ま
す
が
、
あ
と
残
す
と
こ
ろ

2
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

再
受
講
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
計
画
さ
れ
て
い
な
い
会

場
で
も
要
請
が
あ
れ
ば
灘
設
い

た
し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
…
…
…
イ
…
…
i
i
ー
…
…
…
…
…
峯
き
ー
｝
…
3

「蚕 傷1’ 踊』』誕ヨ『『』’丁舞辱’』”薦門一『

トー　　・　　 争　 』　　・　　丁 　　・『・尋

i　i1糧6賛駒7購1
幽1鍵劃脚・・分

i湯鵬響織脚時3・分
1
．集勉6脚劃

二
｝

ヌ
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

灘
㎜
励
賞
　
お
め
で
と
う
　
　
f

撚
嚢
嚇
き
票
民
カ
レ
ッ
ジ

難
霧
穰
繊
て
い
ま
す

　
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
…

が
霊
催
す
る
「
い
き
い
き
県
民

カ
レ
ッ
ジ
恥
で
、
今
奪
も
多
く

の
方
が
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の

鰯
度
は
、
範
内
で
行
わ
れ
て
い

る
教
室
講
座
に
参
糠
す
る
こ
と

に
よ
り
単
位
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ま
ず

は
5
0
単
位
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
賞

か
ら
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は

町
公
民
館
ま
で
ど
う
ぞ
。

寧
朱
鷺
賞
（
2
0
0
単
位
）

　
小
野
塚
ひ
ろ
子

＊
雪
椿
賞
丁
0
0
単
位
）

　
轡
霞
マ
コ
ト
植
木
清
子

　
館
辺
誠
二
　
霞
辺
禮
子

　
村
山
キ
イ
　
村
山
静
江

　
栂
出
文
井
　
草
村
美
代
枝

　
禰
原
慮
治
　
趨
橋
ミ
チ

　
小
野
塚
ト
シ
子
村
由
重
雄

　
小
野
塚
フ
サ
工
佐
藤
イ
ヨ

　
丸
山
サ
ワ

事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
、

お
寧
し
込
み
は
松
之
山
覇
公
罠

露
へ
費
6
…
2
2
6
5
ま
で

え・う磐のあかおさん

懸、

ふくはら　　ゆう　き

福原　祐樹

（松【i・保屋〉

灘灘㈱
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
《

　
　
繍甥

壌
継
議

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
敷

團
論

回
磁

　
　
　
　
　
力

圃
器

圓
鶏

　
　
　
　
め
寵

　
　
　
　
お
・
友

卿
，吻

灘

謹
　
　
　
灘
・

　
　
　
脳

　
　
　
ゆ

　
　
糠
灘
瀧

　
　
　
．
　
灘

お母さんが、僕iのかばん用慧してくれてるところ

お母さんとこちょこちょするときがおもしろい

おくやみ（菟亡〉

南雲重雄さん85歳爾の麟（重　屋〉

本慮　スガさん　90歳　藤　漂（久　善）

鈴木タマイさん　74歳　小　谷（金鉾や〉

本由　勝絵さん　85歳　懸麦立（宮　下〉

＊簸月葺珪から雄月30鷺までの履鑛分で魔

＊広報に載せてほしくな緕方は、煽繊の時に

　窓贈にお誕ください．

階
義

　
風

こばやし　　　み　ほ

小林　未歩

（，上鰐池・与八）

⑳◎⑯㊧
　　　　　i鯛ま欝溌往
　総人霞　＄l　M9人継三〇〉

　　　男王，5M人（一4〉

　　　女i，635人（一6〉

　盤帯数　1，且2芦（一2）

　　　（〉内は繭鍔との銘較

紬

お母さんがお洗濯しながらちゅうりっぷ見てるところ

お縫さんが揮ってくれる果ぷらとかラーメンがおいしいよ

町民憲章，醜，、俸，月継

　わたしたちは松之由町幾です。郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう。

醗浅の合露葉

　　蓋、美しい緑と露の中で

　　　　　　　　心豊かな人に1なろう

　　王、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　連体の心をもとう

　　1、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　　翻造のカを嵩めよう

難馨難i騒ii難鑛…謹灘・難灘蕪灘
．総霧譲鐡鑛藤欝縷繋灘織謙嚢　　、叢難欝『設鐵、欝鷺雛＄＄
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1
ゆ
ト
o
o
ー

今までけ～んこと．したしぷ

　　みたこと，あね～つけてえ～

蕪

目玄

水無目
お

驚
　
，
翻

　
蝋

ぷ、いしぷ！δ；もいしあ！！ん～

聴かしの声」あの笑ぴ声

目

　　　　書6

彊

撮灘目
峯
レ
雛
、

畜州ずで沢出の人が

　　　尾に来てくれたあ

ずつと．ろイバん

目

縛無目

継n劇剛脳臨撚　　　　　　　　　　　　　　き　　鋤暁転5購』　榊灘

空気が護える」湘の響き

翼
懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　《　　　　　　　　　o
　　　　　　幾
　　　幟あ

松
す
ぎ
し

β
々
無
ロ
の
　
老
二
人

　
　
観
麿
寺
・
滝
沢
銀
修

（
流
　
石
）

粕圏三．

朝
刊
の

匂
ひ
新
た
に
　
お
元
欝

　
　
　
松
之
由
・
嵩
沢
秀
子

（
秀
　
女
）

調「

烈
震㌢

暫
　　縁．

　　あ

死
　　総

取
材
機
の

旋
＠
響
く
　
初
9
か
な

　
　
松
之
由
・
井
都
朝
子

（
あ
さ
女
）

親
の
齢

思
い
知
ら
さ
る
　
去
隼
今
年

　
　
　
天
水
越
・
佐
藤
礼
子

（
翠
　
子
）

親
芋
も

芋
茎
も
喰
っ
て
　
芋
の
秋

　
　
　
橋
詰
・
村
由
毒
乙
（
聖
　
水
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
琵
き
陣
毫
き
§
妻
・
萎
装
垂
ン
蜜
き
，

摯
、
墓
・
褒
嘗
鮮

初
詣

神
社
の
闇
に
　
歩
を
し
る
す

　
　
　
　
松
之
由
・
佐
藤
節
子

（
節
　
女
）

癩嚢奮饗

勃
循
神
＃
・
嶺
・
穿
秘
身

仁
王
様

顔
嚢
だ
見
え
ぬ
　
初
明
か
り

　
　
　
藤
内
名
。
村
由
貞
義

（
休
　
石
）

い
つ
も
来
る

鴉
も
今
朝
は
　
初
鴉

　
　
坂
下
・
福
原
益
太
部

（
秋
静
子
）

移
葬
騰
，
鍾
え
孔
・
狗
掴
鴫
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
ゑ
臨

き
い
ク
ゑ
壱
渦
も
今
麹
嫁
加
掲

献
霧
ず

霧


